
１
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
危
機
対
応
業
務
を
行
う
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地

\
変
更
事
項変

更
前

変
更

後

営
業
所
又
は
事
務
所
の
名
称
：
富
山
支
店

営
業
所
又
は
事
務
所
の
名
称
：
富
山
支
店

郵
便
番
号
：
9
3
0
`
0
0
8
3

郵
便
番
号
：
9
3
0
`
0
0
0
4

住
所
：
富
山
県
富
山
市
総
曲
輪
３
`
１
`
2
1

住
所
：
富
山
県
富
山
市
桜
橋
通
り
６
`
1
1

電
話
番
号
：
0
7
6
`
4
2
1
`
4
1
2
6

電
話
番
号
：
0
7
6
`
4
4
4
`
5
1
2
1

]
変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年
五
月
六
日

^
変
更
の
理
由

移
転
の
た
め

平成™š年š月˜›日 月曜日 第œœ˜›号官 報
住
所
京
都
市
西
京
区
桂
池
尻
町
4
1番
地

金
和
美
昭
和
5
7年
６
月
3
0日
生

住
所
奈
良
市
宝
来
２
丁
目
2
3番

2
3
`
2
0
2号

金
ó
妃
昭
和
5
3年
７
月
1
3日
生

住
所
名
古
屋
市
千
種
区
宮
根
台
１
丁
目
1
3番

2
0号

朴
利
樹
昭
和
3
9年
４
月
2
2日
生

住
所
福
岡
県
久
留
米
市
東
合
川
６
丁
目
４
番

1
7
`

1
0
1

号朴
政
和
昭
和
5
7年
２
月
1
9日
生

住
所
愛
知
県
瀬
戸
市
水
南
町
6
3番
地
２

田
溶
º
昭
和
5
4年
３
月
1
7日
生

住
所
愛
知
県
瀬
戸
市
小
田
妻
町
１
丁
目
2
2
6番
地

金
拓
也
平
成
元
年
６
月
３
日
生

住
所
愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
大
字
三
本
木
字
前
深
田
8
0

番
地
金
広
美
昭
和
5
5年
４
月
1
3日
生

住
所
名
古
屋
市
中
川
区
伏
屋
３
丁
目
4
0
9番
地

金
良
子
昭
和
2
4年

1
1月
９
日
生

住
所
名
古
屋
市
西
区
清
里
町
1
7
5番
地

金
u
男
昭
和
1
7年
６
月
2
9日
生

劉
u
任
昭
和
2
3年
５
月
2
2日
生

住
所
名
古
屋
市
西
区
中
小
田
井
１
丁
目
3
2
7番
地

金
考
宏
昭
和
4
6年

1
0月

2
7日
生

住
所
愛
知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
町
大
字
青
山
字
東
栄

2
2
4番
地
１

金
範
幸
昭
和
5
0年
６
月
2
3日
生

住
所
愛
知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
町
大
字
豊
場
字
流
川

1
6
0番
地

金
光
伸
昭
和
5
3年
１
月
７
日
生

住
所
愛
知
県
岡
崎
市
大
平
町
字
中
道
7
3番
地

南
梨
花
昭
和
4
5年
１
月
2
4日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
南
落
合
３
丁
目
４
番
2
5号

朴
基
総
昭
和
5
2年
１
月
1
7日
生

住
所
兵
庫
県
西
宮
市
殿
山
町
６
番
3
0号

ã
貴
子
昭
和
4
5年
４
月
2
1日
生

住
所
兵
庫
県
西
宮
市
東
鳴
尾
町
２
丁
目
1
6番
９
号

林
à
央
昭
和
4
2年

1
1月
１
日
生

韓
貞
子
昭
和
4
4年

1
1月

1
2日
生

林
春
植
平
成
1
1年
４
月
７
日
生

林
祐
輔
平
成
1
4年

1
1月

2
7日
生

林
寿
朋
平
成
1
7年
６
月
1
6日
生

住
所
兵
庫
県
宝
市
鹿
塩
２
丁
目
９
番
４
号

李
有
泰
昭
和
3
2年
５
月
2
0日
生

太
佐
起
子
昭
和
3
6年
８
月
1
2日
生

李
享
學
平
成
1
0年
１
月
1
8日
生

李
京
佳
平
成
1
1年
８
月
５
日
生

住
所
兵
庫
県
尼
崎
市
武
庫
之
荘
３
丁
目
４
番

1
4
`

3
0
1

号張
遺
連
昭
和
2
3年
３
月
1
2日
生

住
所
兵
庫
県
加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家
4
7
0番
地
2
4

田
美
華
昭
和
3
9年
７
月
2
7日
生

趙
吉
昭
和
6
2年

1
0月

2
6日
生

趙
美
麗
平
成
元
年
1
1月

1
8日
生

趙
勇
二
平
成
２
年
1
2月

1
2日
生

趙
昭
人
平
成
５
年
６
月
3
0日
生

住
所
東
京
都
新
宿
区
市
谷
薬
王
寺
町
3
0番
地
１

尹
未
来
昭
和
6
1年
３
月
3
1日
生

住
所
堺
市
北
区
金
岡
町
1
4
2
3番
地
7
2

®
貞
美
昭
和
3
9年
４
月
3
0日
生

住
所
大
阪
府
枚
方
市
茄
子
作
３
丁
目
3
0番

2
0号

Ô
昌
稔
昭
和
4
7年

1
0月

2
5日
生

〇
財

務

省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
二
号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
危
機

対
応
業
務
を
行
う
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
三
十
五
号

私
立
博
物
館
に
お
け
る
青
少
年
に
対
す
る
学
習
機
会
の
充
実
に
関
す
る
基
準（
平
成
九
年
文
部
省
告
示
第
五
十
四
号
）

第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
基
準
第
二
条
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
博
物
館
を
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

（
博

物

館

名
）

（
所

在

地
）

彰
考
館
徳
川
博
物
館

茨
城
県
水
戸
市
見
川
一
の
一
二
一
五
の
一

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
三
十
八
号

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第

七
十
七
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
の
表
第
一
号
、第
二
号
、

第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
五
十
六
条
の
表

第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
並
び
に
別
表
第
二
の
発
電
所
の

項
中
一
の
下
欄
の
事
前
届
出
を
要
す
る
も
の
欄
中
１
の
\

及
び
]
並
び
に
別
表
第
二
の
発
電
所
の
項
中
二
の
（
一
）

の
下
欄
の
事
前
届
出
を
要
す
る
も
の
欄
中
\
及
び
]
の
規

定
に
基
づ
き
、
小
型
の
も
の
又
は
特
定
の
施
設
内
に
設
置

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
水
力
発
電
所
、
水
力
設
備
及
び
水
力

発
電
所
の
発
電
設
備
、
小
型
の
汽
力
を
原
動
力
と
す
る
火

力
発
電
所
、
火
力
設
備
及
び
火
力
発
電
所
の
発
電
設
備
又

は
小
型
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
原
動
力
と
す
る
火
力
発
電
所

及
び
火
力
設
備
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
三
年
三

月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

な
お
、
平
成
十
三
年
経
済
産
業
省
告
示
第
三
百
三
十
三

号
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
第
一
項
の
表
第

二
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
五
十
六
条
の
表
第
六
号
及
び

第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
型
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
原

動
力
と
す
る
火
力
発
電
所
及
び
火
力
設
備
を
定
め
る
告

示
）
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
三
日
限
り
、廃
止
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

第
一
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
第
一
項
の

表
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
七
号
並
び
に
別
表
第
二
の

発
電
所
の
項
中
一
の
下
欄
の
事
前
届
出
を
要
す
る
も
の

欄
中
１
の
\
の
小
型
の
も
の
又
は
特
定
の
施
設
内
に
設

置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
水
力
発
電
所
は
、
次
の
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
水
力
設
備
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す

る
水
力
設
備
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

ダ
ム
を
伴
わ
な
い
も
の

二

発
電
機
と
接
続
し
て
得
ら
れ
る
電
気
の
出
力
が
二

百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の

三

最
大
使
用
水
量
が
毎
秒
一
立
法
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の

四

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）

第
三
条
第
八
項
の
導
水
施
設
、
浄
水
施
設
若
し
く
は

送
水
施
設
、
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七

十
九
号
）
第
二
条
第
六
号
で
定
め
る
終
末
処
理
場
又

は
工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八

十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
導
水
施
設
、
浄
水
施

設
若
し
く
は
送
水
施
設
に
設
置
さ
れ
る
も
の
（
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
二
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
五
十
六
条
の
表
第
四

号
及
び
第
五
号
の
小
型
の
も
の
又
は
特
定
の
施
設
内
に

設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
水
力
設
備
は
、
前
条
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
も
の
又
は
前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す

る
も
の
と
す
る
。

第
三
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
別
表
第
二
の
発
電
所
の

項
中
二
の
（
一
）
の
下
欄
の
事
前
届
出
を
要
す
る
も
の

欄
中
\
の
小
型
の
も
の
又
は
特
定
の
施
設
内
に
設
置
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
水
力
発
電
所
の
発
電
設
備
は
、
第
一

条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
水
力
設
備
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
又

は
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

す
る
。

第
四
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
第
一
項
の

表
第
二
号
及
び
第
五
号
並
び
に
別
表
第
二
の
発
電
所
の

項
中
一
の
下
欄
の
事
前
届
出
を
要
す
る
も
の
欄
中
１
の

]
の
小
型
の
汽
力
を
原
動
力
と
す
る
火
力
発
電
所
は
、

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
火
力
設
備

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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